
　

県
が
七
月
に
制
度
改

正
、
補
助
金
を
一
戸
・
二

百
万
円
に
倍
増

造
住
宅
の
耐
震
改
修

事
業
は
、
大
地
震
が

発
生
し
た
ら
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
る
木

造
住
宅
の
改
修
を

進
め
る
も
の
だ
。

改
修
工
事
の
費
用

に
は
国
や
県
、
市

町
村
か
ら
補
助
金

が
交
付
さ
れ
る
。

　

耐
震
改
修
工
事

の
内
容
は
、
屋
根

の
補
強
や
屋
根
材

の
取
り
替
え
、
耐
震
パ

ネ
ル
の
設
置
、
壁
へ
の
筋

交
い
の
設
置
、
耐
震
金

物
の
取
り
付
け
な
ど
だ
。

工
事
費
の
相
場
は
三
百

万
円
以
内
だ
。

　

一
戸
当
た
り
の
補
助

金
の
上
限
は
百
万
円
。
国

が
五
十
万
円
、
県
と
市

町
村
が
各
二
十
五
万
円

負
担
す
る
。
対
象
は
平

成
十
二
年
五
月
末
以
前

に
着
工
さ
れ
、
耐
震
診

断
の
評
点
が
一
点
未
満

の
木
造
住
宅
だ
。

　

今
年
七
月
、
県
が
補
助

制
度
を
改
正
。
補
助
金

の
上
限
を
一
戸
あ
た
り

二
百
万
円
に
倍
増
し
た
。

国
の
負
担
は
同
じ
五
十

万
円
だ
が
、
県
と
市
町

村
の
負
担
は
各
七
十
五

万
円
と
三
倍
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。

　

県
は
補
助
金
増
額
の
財
源

措
置
と
し
て
、
六
月
県

議
会
に
七
千
五
百
万
円

の
補
正
予
算
を
計
上
。

可
決
さ
れ
た
。
当
初

予
算
と
あ
わ
せ
て
一
億

五
千
万
円
の
財
源
を
確

保
。
新
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　

補
助
制
度
改
正
に
市

町
村
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ

月
か
ら
倍
増
さ
れ

た
補
助
金
。
県
当

局
は
「
上
限
二
百
万
円

は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
」

と
胸
を
張
る
が
、
市
町

村
の
反
応
は
鈍
い
。
呼

応
す
る
ど
こ
ろ
か
、「
県

の
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
だ
」

と
批
判
の
声
も
。

　

不
評
理
由
の
第
一
点

は
補
助
金
増
額
が
市
町

村
任
せ
と
い
う
こ
と
。
増

額
を
決
め
た
市
町
村
に

は
県
も
増
額
す
る
が
、
増

額
し
な
い
市
町
村
は
そ

の
ま
ま
。
市
町
村
の
や

る
気
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
「
増
額
す
る
自
治
体
は

二
百
万
円
、
増
額
し
な
い

自
治
体
は
百
万
円
。
県
民

が
『
な
ぜ
う
ち
は
百
万
円

な
ん
だ
』
と
問
う
た
ら
、

県
は
『
あ
な
た
の
ま
ち
の

問
題
で
す
』
と
答
え
る
の

で
は
」（
行
政
関
係
者
）。

　

財
源
確
保
も
問
題
だ
。

補
助
金
を
二
百
万
円
ま
で

増
額
し
た
場
合
、
市
町
村

は
一
戸
に
つ
き
五
十
万

円
、
十
戸
な
ら
五
百
万

円
の
財
源
を
捻
出
す
る

必
要
が
あ
る
。
年
度
途

中
で
ど
う
や
り
く
り
す

る
か
。

　

県
の
独
断
専
行
へ

の
批
判
も
強
い
。「
市

町
村
の
負
担
が
増
え

る
制
度
改
正
な
ら
、

事
前
に
協
議
す
べ
き
。

『
制
度
改
正
し
た
。
市

町
村
が
倍
増
し
た
ら

県
も
倍
増
す
る
』
は

一
方
的
す
ぎ
ま
す
」

（
自
治
体
関
係
者
）。

　
「
独
断
専
行
」「
一

方
的
過
ぎ
る
」
と
の

批
判
に
対
し
、
県
住

宅
課
は
「
六
月
上
旬

に
二
十
四
市
町
村
に

意
見
照
会
し
た
」
と

説
明
す
る
が
、
県
と

市
町
村
、
両
者
の
認
識

に
は
温
度
差
が
あ
る
。

　
「
な
ぜ
年
度
当
初
の
四

月
か
ら
改
正
し
な
か
っ

た
の
か
」、
指
摘
さ
れ
る

不
公
平
感

度
改
正
が
「
年
度

途
中
」
と
い
う
時

期
の
問
題
も
市
町
村
か

ら
不
評
だ
。「
な
ぜ
年
度

当
初
の
四
月
か
ら
改
正

し
な
か
っ
た
の
か
。
四
月

か
ら
な
ら
当
初
予
算

で
対
応
で
き
た
」
と

の
指
摘
だ
。

　

補
助
制
度
を
活
用

す
る
県
民
の
不
公
平

感
も
問
題
だ
。
四
月

に
申
し
込
ん
だ
県
民

は
上
限
百
万
円
、
今

後
申
込
む
県
民
は
上

限
二
百
万
円
。
同
じ

耐
震
改
修
で
も
ら
え

る
補
助
金
に
百
万
円

の
開
き
が
あ
る
。

　
「
耐
震
改
修
補
助
金

の
申
込
み
は
四
月
に

殺
到
し
ま
す
。
す
で

に
百
万
円
の
補
助
金

が
確
定
し
た
住
民
に

ど
う
説
明
し
た
ら
い

い
の
か
。
新
制
度
を

四
月
ま
で
遡
っ
て
適

用
で
き
る
の
か
」（
自

治
体
関
係
者
）。

　

高
知
や
長
野
は
四
月

か
ら
改
正
、
周
回
遅
れ

の
徳
島

度
途
中
か
ら
の
制

度
改
正
」
と
い
う

時
期
の
問
題
に
つ
い
て
、

県
住
宅
課
は
「
一
月
の

能
登
半
島
地
震
で
耐
震

改
修
が
問
題
に
な
っ
た
。

四
月
の
当
初
予
算
に
は

間
に
合
わ
な
か
っ
た
」
と

説
明
す
る
。

　

そ
れ
は
単
な
る
言
い

訳
だ
。
耐
震
改
修
の
補

助
金
増
額
は
高
知
県
（
十

万
円
増
額
）、長
野
県
（
五

十
万
円
増
額
）
も
行
な
っ

て
い
る
が
、
両
県
と
も

今
年
四
月
か
ら
。
徳
島

県
は
後
発
。
完
全
に
周

回
遅
れ
だ
。

　

新
制
度
適
用
の
遡
及

問
題
は
県
当
局
が
内
部

協
議
。
今
年
四
月
か
ら

の
申
込
者
も
上
限
二
百

万
円
の
新
補
助
制
度
の

対
象
と
す
る
こ
と
を
決

め
た
が
、
市
町
村
の
事

務
処
理
が
仕
切
り
直
し

に
な
り
そ
う
だ
。

　

利
用
度
が
低
い
、
耐

震
改
修
補
助
制
度

助
金
が
増
額
さ
れ

た
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
事
業
だ
が
、
県
民

利
用
度
は
い
ま
一
つ
だ
。

例
え
ば
令
和
五
年
度
。
県

全
体
の
耐
震
改
修
の
目

標
戸
数
は
約
三
百
戸
だ

が
、
改
修
さ
れ
た
の
は

一
六
四
戸
だ
。

　

目
標
の
約
半
分
し
か

達
成
さ
れ
て
い
な
い
耐

震
改
修
。
最
多
は
徳
島

市
で
五
十
一

戸
。
次
い
で

吉
野
川
市
の

十
六
戸
、
鳴

門
市
と
上
板

町
が
十
四

戸
。
最
少
は

上
勝
、神
山
、

牟
岐
、
つ
る

ぎ
の
０
戸

だ
。

　

当
然
計
上

さ
れ
た
補
助

金
予
算
も
活
用
さ
れ
て

い
な
い
。
県
は
令
和
五
年

度
に
八
千
万
円
の
予
算

を
計
上
し
た
が
、
活
用
さ

れ
た
の
は
四
千
百
万
円
。

残
り
の
三
千
九
百
万
円

が
未
消
化
だ
っ
た
。

　

県
が
令
和
二
年
に
実

施
し
た
実
態
調
査
に
よ

る
と
、
耐
震
改
修
の
補

助
事
業
が
活
用
さ
れ
な

い
理
由
は
▽
高
齢
の
た

め
、
後
継
者
が
い
な
い
▽

経
済
的
理
由
▽
関
心
が

な
い
。
大
丈
夫
だ
と
思
っ

て
い
る
‐
等
だ
。

　

耐
震
改
修
の
平
均
工

事
費
は
一
戸
当
た
り
二

六
七
万
円
。
上
限
百
万
円

の
現
行
の
補
助
制
度
な

ら
一
六
七
万
円
の
自
己

負
担
が
必
要
だ
。
約
一
五

〇
万
円
の
持
ち
出
し
が

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
。

　

九
市
町
村
が
独
自
に

補
助
金
上
乗
せ

町
村
の
取
り
組
み

に
も
温
度
差
が
あ

る
。
現
行
で
は
国
と
県
、

市
町
村
あ
わ
せ
た
補
助

金
は
百
十
万
円
（
十
万

円
は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
補
助
金
）。
二
十
四
市

町
村
同
額
だ
（
小
松
島

と
牟
岐
は
百
万
円
）。

　

こ
の
協
調
補
助
金
に

独
自
に
九
市
町
村
が
補

助
金
を
上
乗
せ
し
て
い

る
（
別
表
参
照
）。
最
多

は
勝
浦
の
五
十
万
円
。
最

少
は
吉
野
川
、
板
野
の

十
万
円
。
勝
浦
は
上
乗

せ
分
を
加
え
る
と
補
助

は
百
六
十
万
円
だ
。

　

九
市
町
村
が
独
自
に

上
乗
せ
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
市
町
村
は
最

高
二
十
五
万
円
し
か
交

付
で
き
な
い
と
い
う
現

行
の
補
助
制
度
が
県
民

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

問
わ
れ
る
県
と
市
町

村
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

事
業
推
進

国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

一
戸
あ
た
り
二
百
万

円
と
い
う
耐
震
改
修
の
新

補
助
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
徳
島
県
。
焦
点
は
い
か
に

県
民
に
有
効
活
用
し
て
も

ら
い
、
県
内
の
耐
震
化
率
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
か
だ
。

　

後
藤
田
知
事
は
昨
年
知
事

選
で
市
町
村
と
の
関
係
再
構

築
を
ア
ピ
ー
ル
。
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
、
市
町
村
と
の

協
力
や
役
割
分
担
、
切
磋
琢

磨
を
強
調
。
県
と
市

町
村
の
対
等
な
関
係

づ
く
り
を
打
ち
出
し

た
。

　

耐
震
改
修
の
補
助

制
度
改
正
を
め
ぐ
り

市
町
村
か
ら
噴
出
す

る
ブ
ー
イ
ン
グ
は
、

「
県
が
決
め
た
か
ら
、

こ
れ
を
や
れ
」
と
い

う
旧
態
依
然
の
「
上

か
ら
目
線
」
に
対
す

る
市
町
村
の
反
発
だ
。

　

県
と
市
町
村
は

「
住
民
の
た
め
に
仕

事
を
す
る
」
と
い
う

目
的
を
共
有
す
る

地
方
自
治
の
パ
ー

ト
ナ
ー
だ
。
県
民
に

プ
ラ
ス
に
な
る
制

度
設
計
を
共
に
行

な
い
県
民
に
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

徳
島
県
の
耐
震
化

率
は
八
一
・
九
％
。

全
国
平
均
（
八
七
％
）

よ
り
低
い
。
県
と

市
町
村
が
対
等
な

協
力
関
係
を
構
築

し
、
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
新
し
い

補
助
制
度
を
県
民

に
有
効
活
用
し
て

も
ら
う
べ
き
だ
。

市町村
補助金額
（万円）

上乗せ
（万円）

活用実績
（戸）

徳島市 110 51

鳴門市 110 14

小松島市 110 35 7

阿南市 100 1

吉野川市 110 10 16

阿波市 110 7

美馬市 110 3

三好市 110 40 6

勝浦町 110 50 7

上勝町 110 30 0

佐那河内村 110 20 1

石井町 110 20 8

神山町 110 20 0

那賀町 110 1

牟岐町 100 20 0

美波町 110 1

海陽町 110 2

松茂町 110 2

北島町 110 3

藍住町 110 7

板野町 110 10 5

上板町 110 14

つるぎ町 110 0

東みよし 110 8

木造住宅の耐震改修補助金と活用実績

※対象年度は令和５年度。
※補助金額は、１戸あたりの上限。
※上乗せは市町村の追加分。小松島市なら１戸あた
りの耐震改修につき、上限１４５万円が公費負担さ
れる。

≪毎月5・15・25日発行≫

昭和 31 年 2 月 27 日 第三種郵便物認可　第 1566 号 令和 6 年 7 月 25 日（木曜日）

愛憎の裁判トラブルが顰蹙買った県薬剤師会の伊勢副会長。去就が注目集めたが、六月の役員改選で再任。不法行為が指摘された裁判で今後何が飛び出すか。

地
方
自
治
体
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
。
地
方
自
治
法
で
は
銀
行
預
金
や
国
際
証
券
、
政
府
保
証
債
の
買
い
入
れ
な
ど
「
確
実
か
つ
効
率
的
な
運
用
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
県
内
市
町
村
で
は
、
安
全
性
の
高
い
運
用
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

懇
親
交
流
会
は
七

月
二
十
三
日
、
高
知

市
の
城
西
館
で
開
か

れ
た
。
高
知
県
の
井

上
浩
之
副
知
事
や
県

内
の
市
町
村
関
係
者
、

親
善
協
会
の
会
員
、

台
湾
か
ら
の
留
学

生
ら
が
集
ま
っ
た
。

　

台
湾
か
ら
は
、

大
阪
領
事
館
に
相

当
す
る
台
北
駐
大

阪
経
済
文
化
弁
事

処
の
洪
英
傑
処
長

や
沈
家
銘
総
務
課

長
、
台
湾
観
光
庁

台
湾
観
光
協
会
大

阪
事
務
所
の
洪
維

良
所
長
ら
が
来
賓

と
し
て
駆
け
つ
け

た
。

　

徳
島
か

ら
は
徳
島

日
台
親
善

協
会
役
員
、

徳
島
県
議

会
日
台
交

流
推
進
議
員
連

盟
幹
事
長
の
福

山
県
議
や
木
下
県
議
ら
が

参
加
し
た
。
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
国
会
議
員
連
合
日
本

議
員
団
団
長
の
山
口
衆
院

議
員
か
ら
は
祝
電
が
送
ら

れ
た
。

　
「
青
少
年
の
交
流
を

大
切
に
し
た
い
」
と
洪

処
長

　

懇
親
交
流
会
で
は
、

高
知
県
日
台
親
善
協
会

の
有
田
会
長
が
挨
拶
。

「
大
阪
弁
事
処
の
洪
処

長
が
台
湾
の
現
状
に
つ

い
て
講
演
し
て
く
れ
ま

す
。
じ
っ
く
り
聞
い
て

く
だ
さ
い
」
と
洪
処
長

を
紹
介
し
た
。

　

洪
処
長
は
「
台
湾
の

現
状
に
つ
い
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
。
ス

テ
ー
ジ
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
画
像
を
映
し
、
日
本

と
台
湾
の
地
域
間
交
流

の
在
り
方
や
安
心
宣

言
が
出
さ
れ
た
台
湾
観

光
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
た
。

　
「
台
湾
に
と
っ
て
高
知

県
日
台
親
善
協
会
の
存
在

は
非
常
に
大
き
い
。
留
学

生
の
受
入
れ
や
文
化
交

流
な
ど
官
民
一
体
で
高

知
県
と
台
湾
の
関
係
促

進
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と

を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

台
湾
は
日
本
と
米
国

と
手
を
組
ん
で
、
民
主

主
義
と
地
域
の
安
定
を

目
指
し
ま
す
。
台
湾
海

峡
の
平
和
を
守
り
な
が

ら
、
平
和
的
な
繁
栄
を

推
進
し
ま
す
。

中
国
に
忖
度
す
る
必
要

は
な
い
ん
で
す
。

　

日
本
と
台
湾
は
貿
易

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
熊
本
に
進
出

し
た
半
導
体
分
野
で
も

競
争
で
は
な
く
協
力
し

合
っ
て
い
ま
す
。
大
事

な
の
は
ウ
イ
ン
‐
ウ
イ

ン
の
し
っ
か
り
し
た
協

力
関
係
で
す
。

　

日
台
の
人
的
往
来
で

は
、
青
少
年
の
交
流
が
大

事
で
す
。
高
知
県
に
は
台

湾
か
ら
の
留
学
生
が
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
と
台
湾
の
架
け
橋
に
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に

育
て
て
く
だ
さ
い
」。

　　

日
台
の
民
間
交
流
を

牽
引
し
た
高
知
県
日
台

親
善
協
会

　
「
高
知
に
来
た
ら
、

故
郷
に
帰
っ
て
き
た

感
じ
だ
」
と
高
知
に
特

別
な
思
い
を
抱
く
洪
処

長
。
背
景
に
あ
る
の
は

日
台
交
流
の
長
い
歴
史

で
汗
を
か
い
て
き
た
高

知
県
日
台
親
善
協
会
の

実
績
だ
。

　

一
例
が
李
登
輝
元
総

統
の
高
知
来
県
。
国
交

が
な
い
た
め
表
立
っ
て

動
け
な
い
政
府
や
高
知

県
の
代
わ
り
に
李
氏
の

警
護
や
送
迎
を
買
っ
て

出
た
の
は
高
知
県
日
台

親
善
協
会
の
有
田
会
長

ら
だ
っ
た
。

　

国
交
が
な
い
た
め
、
民

間
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
日
台
交
流
。
民
間

交
流
を
牽
引
し
た
高
知
県

日
台
親
善
協
会
の
幹
部
ら

に
台
湾
当
局
も
全
幅
の
信

頼
を
寄
せ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　
「
さ
ら
に
交
流
の
場
を

広
げ
た
い
」、
相
次
い
だ

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

懇
親
交
流
会
で
は
、
高

知
県
の
井
上
副
知
事
や
高

知
県
議
会
日
台
友
好
議
員

連
盟
の
弘
田
会
長
、
台
湾

観
光
協
会
大
阪
事
務
所
の

洪
所
長
か
ら
も
日
台
交
流

推
進
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

送
ら
れ
た
。

　
「
台
湾
の
魅
力
は
沢
山

あ
り
ま
す
が
、
二
つ
だ
け

私
が
好
き
な
台
湾
を
こ
っ

そ
り
紹
介
し
ま
す
。
一
つ

は
人
が
温
か
い
こ
と
、
も

う
一
つ
は
食
で
す
。
ど
こ

で
何
を
食
べ
て
も
美
味
し

い
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

タ
イ
ガ
ー
エ
ア
ー
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
何
と
か

定
期
便
に
し
た
い
と
動
い

て
い
ま
す
。
定
期
便
に
な

る
と
、
客
席
が
個
人
に
開

放
さ
れ
ま
す
。
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
台
湾
に

行
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

台
湾
に
も
っ
と
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
経
済
、

文
化
、
観
光
な
ど
各
分
野

で
交
流
の
場
を
広
げ
て
い

き
た
い
。
そ
う
い
う
思
い

で
県
と
し
て
も
活
動
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
井

上
副
知
事
）。

　
「
四
月
に
発
生
し
た
台

湾
地
震
は
迅
速
に
復
旧
が

行
わ
れ
、
四
月
十
二
日
に

台
湾
観
光
庁
は
台
湾
観
光

安
心
宣
言
を
出
し
ま
し

た
。
地
震
の
影
響
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
観

光
イ
ベ
ン
ト
は
通
常
通

り
で
す
。　

　

高
知
か
ら
は
昨
年
か
ら

タ
イ
ガ
ー
エ
ア
ー
の
直
行

便
が
運
航
し
て
い
ま
す
。

台
湾
と
高
知
の
観
光
交
流

が
よ
り
盛
ん
に
な
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」（
台

湾
観
光
協
会
大
阪
事
務
所

の
洪
所
長
）。

　

交
流
会
で
は
徳
島
日

台
親
善
協
会
の
副
会
長

が
「
日
台
の
さ
ら
な
る

交
流
を
め
ざ
し
、
声
高

ら
か
に
乾
杯
」
と
乾
杯

の
音
頭
を
取
り
、
日
台

の
交
流
関
係
者
が
歓
談

を
行
な
い
、
親
睦
を
深

め
た
。

▲有田会長(中)に洪処長を紹介された 「阿波池田ホテルイレブ
ン」の楠本社長(左)。 三好市への台湾観光客の誘致を陳情した。
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清
掃
や
設
備
保
守
な
ど
九
業
務
を
エ
フ
エ
ス
ユ
ニ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
包
括
委
託
し
て
い
る
徳
島
市
民
病
院
。
委
託
料
は
五
年
間
で
約
十
八
億
円
。
そ
の
う
ち
清
掃
な
ど
四
業
務
は
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
が
下
請
け
。
唯
一
警
備
業
務
は
徳
島
市
内
の
企
業
が
孫
請
け
受
託
。
何
故
？

　

渦
中
の
副
会
長
は
再

任
？
！
。
役
員
が
改
選
さ
れ
た

一
般
社
団
法
人
徳
島
県
薬
剤
師

会
。
専
務
を
し
て
い
た
調
剤
薬

局
と
の
刑
事
＆
民
事
ト
ラ
ブ
ル

が
話
題
を
呼
ん
だ
伊
勢
副
会
長

の
再
任
に
驚
き
の
声
が
…
。

　

伊
勢
佐
百
合
副
会
長
は
約
二

十
年
間
調
剤
薬
局
の
㈱
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ア
シ
ス
ト
の
専
務
を
務

め
た
。
徳
島
文
理
大
学
薬
学
部

の
准
教
授
。
県
内
薬
剤
師
業
界

の
大
御
所
と
し
て
社
会
的
影
響

力
も
大
き
い
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
と
の
ト
ラ
ブ

ル
は
、
愛
憎
の
も
つ
れ
が
発
端

だ
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
の
井

原
社
長
と
専
務
だ
っ
た
伊
勢
副

会
長
は
長
年
の
不
倫
関
係
だ
っ

た
。
関
係
が
発
覚
、
愛
が
憎
し

み
に
変
わ
っ
た
。

　

最
初
に
動
い
た
の
は
井
原
社

長
。
伊
勢
副
会
長
が
同
業
他
社

の
レ
リ
ー
プ
と
組
み
、
近
く
に

調
剤
薬
局
を
開
業
さ
せ
た
こ
と

に
激
怒
。「
客
を
横
取
り
さ
れ

た
」
と
伊
勢
副
会
長
を
刑
事
告

訴
し
、
民
事
提
訴
し
た
。

　

刑
事
告
訴
は
、
不
正
競
争
防

止
法
違
反
の
疑
い
。「
社
員
を

引
き
抜
か
れ
、
顧
客
を
盗
ら
れ

た
」
と
訴
え
た
。
県
警
は
捜
査

を
行
い
、
地
検
に
書
類
を
送
っ

た
が
、
地
検
は
不
起
訴
に
し
た
。

　

民
事
提
訴
は
、
損
害
賠
償
請

求
だ
。「
顧
客
を
奪
わ
れ
、
損

失
が
出
た
」
と
主
張
。
伊
勢
副

会
長
と
レ
リ
ー
プ
に
対
し
て
約

二
億
円
の
損
害
賠
償
を
求

め
た
。
裁
判
は
現
在
、
徳

島
地
裁
で
継
続
中
だ
。

　

伊
勢
副
会
長
は
グ
ロ
ー

バ
ル
社
を
去
る
時
、
約
一

億
五
千
円
の
退
職
金
を
も

ら
っ
て
い
た
。
多
額
の
退

職
金
を
も
ら
い
、
近
く
で

競
業
行
為
を
始
め
た
伊
勢

副
会
長
。
社
長
よ
り
一
枚

上
手
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

伊
勢
副
会
長
は
民
事
訴

訟
で
も
反
転
攻
勢
に
打
っ

て
出
た
。
準
備
書
面
で
グ

ロ
ー
バ
ル
社
の
薬
剤
師
法

違
反
や
調
剤
報
酬
の
不
正

請
求
を
指
摘
。
愛
憎
の
も

つ
れ
は
仁
義
な
き
法
廷
バ

ト
ル
に
発
展
し
た
。

　

薬
剤
師
法
違
反
は
事
務

員
が
薬
学
指
導
な
ど
薬
剤

師
の
仕
事
を
し
て
い
た
と

い
う
も
の
だ
。
裁
判
で
古

巣
の
不
法
行
為
を
指
摘
し

た
伊
勢
副
会
長
だ
が
、
そ

の
不
正
告
発
は
諸
刃
の
剣

だ
っ
た
。

　

伊
勢
副
会
長
は
専
務
と

し
て
長
年
グ
ロ
ー
バ
ル
社

の
調
剤
業
務
を
統
括
し
て

い
た
。
事
務
員
が
薬
剤
師

の
仕
事
を
す
る
と
い
う
薬
剤
師

法
違
反
の
実
態
も
当
然
知
り
得

る
立
場
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
在
職
中
は
薬

剤
師
法
違
反
を
黙
認
し
、
退
社

し
て
利
益
相
反
関
係
に
な
っ
て

か
ら
不
法
行
為
を
指
摘
す
る
と

い
う
の
は
、
薬
剤
師
と
し
て
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
問
わ

れ
る
も
の
だ
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が

疑
問
を
呼
ぶ
伊
勢
副
会
長

を
再
任
し
た
県
薬
剤
師
会
。

会
員
間
か
ら
「
副
会
長
な

ど
役
員
は
法
令
順
守
を
呼

び
か
け
る
立
場
。
大
丈
夫

な
の
か
」
と
驚
き
の
声
が

上
が
る
の
も
当
然
だ
。

　

県
薬
剤
師
会
は
六
月
に

総
会
と
理
事
会
を
開
催
。

水
口
会
長
と
宮
佐
、
佐
藤

両
副
会
長
が
退
任
。
和
田

副
会
長
が
会
長
に
就
任
し

た
。伊
勢
副
会
長
は
再
任
。

岩
下
常
務
理
事
と
加
地
理

事
が
副
会
長
に
な
っ
た
。

　

薬
剤
師
会
は
薬
剤
師
の

業
界
団
体
だ
が
、
薬
剤
師

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
の
名

目
で
毎
年
国
か
ら
補
助
金

が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
令

和
六
年
度
予
算
で
は
約
百

七
十
万
円
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　

新
体
制
に
な
っ
た
県
薬

剤
師
会
だ
が
、
伊
勢
副
会

長
の
関
与
が
問
わ
れ
る
不

正
行
為
は
厚
生
支
局
や
県

薬
務
課
に
公
益
通
報
さ
れ

て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
抱
え
る

同
副
会
長
の
再
任
は
会
に
プ

ラ
ス
に
働
く
の
か
。

　

北
島
町
の
住
民
で
す
が
、

本
町
の
議
会
議
員
が
話
し

て
い
る
の
を
ち
ら
っ
と
聞

い
た
の
で
す
が
、
こ
の
秋

に
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

組
合
議
員
が
沖
縄
ヘ
視
察

に
行
く
そ
う
で
す
。
い
ま

の
時
代
に
沖
縄
に
行
く
必

要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

視
察
と
は
現
地
に
赴
い
て

実
際
に
見
聞
き
し
て
調
べ
る

こ
と
で
す
。
地
域
の
課
題
の

解
決
策
や
将
来
の
政
策
の
在

り
方
を
、
先
進
地
に
学
ぶ
た

め
の
も
の
と
思
い
ま
す
。
近

隣
の
県
に
も
視
察
先
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
議
員
の
視
察
は
税

金
を
使
用
し
て
行
な
う
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
目
的
や
意
義
、
効
果
、

結
果
を
住
民
に
対
し
て
、

広
く
説
明
す
る
責
任
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
視
察
後

の
報
告
を
是
非
公
開
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
視
察
先
は

や
み
く
も
に
選
ぶ
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
き
っ

ぱ
な
し
で
は
住
民
か
ら
観

光
旅
行
と
批
判
さ
れ
て
も

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　

　
視
察
の
成
果
を
活
動
に

ど
う
生
か
す
か

　

板
野
郡
東
部
青
少
年
セ

ン
タ
ー
組
合
は
、
北
島
町

と
松
茂
町
で
構
成
さ
れ
る

一
部
事
務
組
合
。
青
少
年

の
非
行
防
止
と
健
全
育
成

の
推
進
を
目
指
す
。
現
在

の
管
理
者
は
北
島
町
の
古

川
町
長
だ
。

　

組
合
の
活
動
や
予
算
執

行
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
員

は
六
人
。
北
島
町
議
が
三

人
、
松
茂
町
議
が
三
人
。

投
書
が
疑
問
を
提
示
し
た

の
は
、
組
合
議
員
の
県
外

視
察
。「
な
ぜ
沖
縄
な
の
か
」

と
い
う
疑
問
だ
。

　

組
合
議
員
の
県
外
視
察

は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

目
的
は
先
進
地
の
取
り
組

み
を
参
考
に
し
て
、
今
後

の
事
業
に
生
か
す
こ
と
だ
。

昨
年
は
二
泊
三
日
の
日
程

で
東
京
や
栃
木
の
関
連
施

設
を
視
察
し
た
。

　

今
年
の
視
察
予
定
地
は

沖
縄
県
那
覇
市
。
訪
問
先

は
現
在
選
考
中
。
十
月
に

二
泊
三
日
で
行
う
。
旅
費

等
の
経
費
は
組
合
負
担
。

一
人
当
た
り
約
十
万
円
だ
。

議
員
六
人
の
う
ち
五
人
と

所
長
が
参
加
す
る
模
様
だ
。

　
「
な
ぜ
沖
縄
か
？
」
の
疑

問
に
、
議
員
の
一
人
は
「
沖

縄
は
米
兵
の
犯
罪
が
起
こ

る
な
ど
犯
罪
率
が
高
く
、

非
行
の
内
容
も
多
様
だ
。

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
か
を
視
察
す
る
予

定
だ
」
と
説
明
す
る
。

　

県
内
の
少
年
非
行
の
特

徴
は
低
年
齢
化
だ
。
十
四

歳
未
満
で
刑
法
に
触
れ
る

行
為
を
行
っ
た
少
年
は
「
触

法
少
年
」
と
呼
ば
れ
る
が
、

昨
年
の
「
触
法
少
年
」
は

三
十
人
で
前
年
よ
り
十
一

人
増
え
て
い
る
。

　
「
触
法
少
年
」
も
含
め

検
挙
・
補
導
さ
れ
た
非
行

少
年
は
令
和
五
年
の
一
年

間
で
一
二
七
人
。
前
年

よ
り
三
十
三
人
増
え
て
い

る
。
年
齢
で
は
中
学
生
が

五
十
二
％
、
犯
罪
別
で
は

窃
盗
が
五
十
二
％
だ
。

　
「
沖
縄
視
察
」
が
疑
問
を

呼
ぶ
同
セ
ン
タ
ー
組
合
。

問
わ
れ
る
の
は
視
察
効
果
。

「
観
光
旅
行
」
と
の
謗
り
を

招
か
な
い
た
め
に
、
視
察

成
果
を
い
か
に
今
後
の
活

動
に
生
か
す
か
を
町
民
に

説
明
す
べ
き
だ
。

　
　　
　
今
年
三
月
に
台
北
‐
徳
島
間
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
就
航
、
台

湾
戦
略
が
一
歩
前
進
し
た
徳
島
県
。
先
行
す
る
の
が
隣
県
・
高
知
。

四
国
四
県
の
中
で
い
ち
早
く
台
湾
と
の
民
間
交
流
を
ス
タ
ー
ト
。

官
民
一
体
と
な
っ
た
台
湾
と
の
交
流
活
動
が
活
発
だ
。
牽
引
す
る

の
は
高
知
県
日
台
親
善
協
会
。
七
月
二
十
三
日
に
は
日
台
の
交
流

関
係
者
を
招
い
て
懇
親
交
流
会
を
開
催
。
台
湾
の
大
阪
総
領
事
に

相
当
す
る
台
北
駐
大
阪
経
済
文
化
弁
事
処
の
洪
英
傑
処
長
が
台
湾

の
現
状
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
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高
知
の
日
台
交
流
イ
ベ
ン

ト
で
出
会
っ
た
街
角
美
人
。

シ
ャ
ー
プ
な
顔
立
ち
、
ハ
イ
セ

ン
ス
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
異

彩
を
放
つ
。

　

話
を
聞
く
と
、
年
齢
は
三
十

代
。
高
知
市
出
身
。
ア
ル
バ
イ

ト
で
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
。
涼
し
気
な
笑

顔
が
魅
力
的
だ
。

　

高
知
の
女
性
ら
し
く
、
酒
は

「
底
な
し
」
と
か
。「
飲
み
比
べ

す
る
な
ら
、
い
つ
で
も
受
け
て

立
ち
ま
す
よ
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

▲

　
補
助
金
倍
増
で
耐
震
化
は
進
む
の
か
。
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
事
業
だ
。
県
が
七
月
に
制
度
を
改
正
。
一
戸
当
た

り
の
補
助
金
上
限
を
百
万
円
か
ら
二
百
万
円
に
倍
増
し
た

が
、「
独
断
専
行
だ
」
と
市
町
村
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ
が
噴
出

し
て
い
る
。
は
た
し
て
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
耐
震
改
修

補
助
制
度
は
県
民
に
有
効
活
用
さ
れ
る
の
か
。

▲シャープな顔立ちの淑女。


